
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀州犬のふるさと 

御浜町阪本は紀州犬のふるさととして有名です。この

地には「弥九郎とマン」という紀州犬に関する伝説が残

っています。伝説ではありますが、弥九郎は実在した人

物で、阪本にある岩洞院というお寺には弥九郎のお墓が

残っています（このお墓は御浜町の文化財として登録さ

れています）。 

紀州犬の祖先とされるマンはオオカミの血を引いてい

ます。飼い主には従順ですが、飼い主以外には気性が荒

い面を出す傾向があるようです。そうした紀州犬の性格

から、多くは狩猟犬として飼育されています。 

 

授業では阪本で紀州犬を飼育している亀田昭治さん

に現在の紀州犬についてお話をうかがいました。 

ほんとに狩猟犬？？？ 

 

阪本を訪ねると、亀田さんの飼っ

ている紀州犬が愛想良く私たちを出

迎えてくれました。オオカミの血を引

くという話を聞いていただけに、おそ

るおそる近づきましたが、その紀州

犬はおなかを見せて、なでさせてくれ

ました。吠えることもなく、犬の苦手

な人もこれなら大丈夫と、触っていま

す。 

この紀州犬は「チョビ」という名前

で呼ばれています。血統書では「弥

九郎裕実」と登録されています。弥

九郎の血を引いているという証です。 

チョビは普段は亀田さんの畑をイノ

シシなどから守っています。この時ば

かりはしっかりと役割を果たしている

ようです。 

チョビは近くの熊野古道を通る

方々に小さい頃から触ってもらった

ことで、人懐っこくなったようです。

このことに、亀田さんは可能性を感

じ、今はペットとして飼ってもらえる

ようにと考えているようです。晩秋に

なると子どもが生まれるのですが、

全国各地でこの子どもを待っている

方が多いそうです。 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市木木綿の歴史 

現在、御浜町のおもな産業は「みかん」ですが、

市木を含めたこの地域一帯は海から約１キロしか

離れておらず、地域の産業にも大きな影響をもた

らしました。 

台風などで波が高くなると、川などから海水が

畑に入り込み、農作物は大打撃を受けました。 

市木木綿はそうした海水とのたたかいから生ま

れてきたものであると、かつて市木木綿を作って

いた大久保真三さんは表現しています。 

この地域に木綿とそれを織る技術が伝わったの

は江戸時代の中頃、今から約２３０年前と考えら

れ、以後、明治時代から大正時代の中頃まで、産

業として繁栄し、地域を支えていたと考えられま

す。しかし、１９２０年代ごろから産業に陰りが見え

始めます。特に、第二次世界大戦や、世界的な不

況の影響は大きく、このころから新しい産業として

みかん栽培も始まったため産業は衰退しました。 

現在は、熊野市のふとん店３代目の向井浩高さ

んが、閉業した工場の方から技術を受け継ぎ、か

つての地域を支えた産業を今の時代に残そうと、

市木木綿を作っています。 

市木木綿ができるまで 

市木木綿に使う木綿の糸は、「単糸」と

呼ばれる、一本の木綿糸を使用し、力織

機という機織り機で織ります。糸は大変切

れやすいため、糸にいったんのりをつけ

て、切れにくくする工夫をしています。洗

濯を繰り返すうちにのりが落ちると、市木

木綿の特徴である柔らかさが出てきます。 

市木木綿を織る工程は、整経機で縦糸

の模様を整えた後、この先端にたくさんの

輪がついた道具に一本一本の糸を通し、

力織機にセットしていきます。次に横糸を

シャトルと呼ばれる道具にセットします。こ

れで横糸の準備が完了しました。あとは先

ほどセットした縦糸に、この横糸を通して

いくことで、市木木綿が織られていきま

す。力織機は、古い道具ですので、天候に

左右されて、動きが悪いこともあるそうで

す。さらに、この力織機はもう作られてい

ないので、故障しても直すことができない

そうです。 

こうしてできあがったのが、下のような

布になっていきます。これが市木木綿で

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ牛鬼碑を建てたのか？ 

御浜町の片川という所には牛鬼碑という御浜町の文

化財があります。天正３年という文字がありますので、１５

７５年に建てられたものと考えられます。この年は、長篠

の戦いがあった年です。 

その昔、片川では牛鬼という妖怪がでて村人を困らせ

ていたため、新蔵という人が妖怪を退散させるために石

碑を建て、それ以後牛鬼は現れなくなったという話が残

っています。 

しかし、妖怪は本当にいるのでしょうか？ 

いないとすると、この石碑は何のために建てられたので

しょうか？ 

地元の方にお話をうかがうと、石碑が建てられた別の

理由が分かってきました。 

むかしの片川 

現在の片川は１０人くらいの人が住

んでいる所で、授業でここを訪ねた

時はほとんど人を見ることができま

せんでした。そんな中、たまたま草刈

りをしていた地元の方が、いろいろと

お話しくださいました。 

昭和２０年頃は疎開のため、小学

校に 65 名の子どもがいるくらいたく

さんの人がいたようです。県会議員

も輩出し、その方たちは「緑橋」や

「旧熊野大橋」の建設にも大きく貢

献しました。線香工場や発電所、製

材所もあり、たくさんの人がいたよう

です。 

ここを訪れる人も多かったようで、

特に材木を奈良から新宮に運び商売

した人たちが奈良に帰る際に、この

地を通って帰ったようです。その人た

ちを狙った「追いはぎ（今でいう強

盗）」がその人たちを困らせていたそ

うです。牛鬼碑はそうした追いはぎ

が出る所に注意を促すために設置さ

れたそうです。牛鬼碑はそういう役

割を果たしていたようです。 

よく見ると大きな家のあとがたくさ

んありました。かつての繁栄がうかが

えます。 



  

紀南高校周辺の地形を考える 

皆さんのおうちは海からどのくらい離れていますか？

また、近くに川はありませんか？ 

紀南高校は海からは直線で約７００メートル、近くには

尾呂志川が流れています。尾呂志川の河口から高校の

近くまでは約１．４キロです。 

 

なぜこんなことを考えるかというと、平成２３年に発生

した二つの大災害の経験があるからです。１つは東日本

大震災、もう１つは紀伊半島大水害です。後者は紀南高

校にも大きな影響を及ぼしました。地震についてはいつ

発生してもおかしくないといわれています。水害について

は平成２９年にも校舎が被災しました。そこで、今後の防

災・減災のためにこれら災害について学びました。 

川をさかのぼる津波 

東北の地震による津波で多くの方が犠

牲になりました。宮城県に大川小学校い

う学校がありました。地震発生後校庭で

避難するルートを考えている間に、近くの

川からさかのぼってきた津波に巻き込ま

れ多くの子どもたちが犠牲になりました。 

この大川小学校は、河口から約４キロ

離れていましたが、そこには１０メートルの

津波が押し寄せたそうです。紀南高校は

河口から４キロも離れていません。想定

される地震による津波のリスクは高いこ

とが分かります。 

 

２度の水害 

また、近くの尾呂志川は大雨の時に増

水します。平成２３年に起こった水害では

この川の堤防が決壊したことにより校舎

は被災しました。近くに住んでいた方も亡

くなってしまいました。 

これらを考えると、紀南高校の周辺は

災害のリスクが高いことが分かります。だ

からこそ、災害を常に意識し、防災の日

常化を図ることが重要であるということが

わかってきます。 

皆さんは災害発生時どこに避難するか

分かっていますか。日頃から意識して理

解しておくことが防災・減災につながりま

す。 

紀南高校から見た尾呂志川 

水害時の写真 

東北大震災時の津波到達点 

河口からの距離 


